
 

令和 7年における火災の状況 

 

 

 

・ 総出火件数は、253件、前年より 6件増加しています。 

  火災種別でみると、建物火災は 158件で同数、車両火災が 22件で 1件減少、林野火災が 2件で 1件

増加、その他の火災が 71件で 6件増加となっています。 

  住宅火災件数は 98件で前年より 2件減少しており、建物火災の 62.0％が住宅火災となっています。 

・ 死者数は 10人、前年より 1人増加しています。 

  負傷者数は 47人で前年より 3人減少しています。 

・ 住宅火災による死者（放火自殺を除く）数は 7人、前年と同数となっています。 

・ 出火原因の第 1位は「電灯・電話等の配線」、第 2位は「こんろ」、第 3位は「放火（疑い含む）」 

  総出火件数の 253 件を出火原因別にみると、「電灯・電話等の配線」が 36 件（14.2％）、「こんろ」

が 30件（11.9%）、「放火（疑い含む）」が 29件（11.5%）の順となっています。 

 

 

 

令和 7年中の火災の状況について、確定値を取りまとめましたので、その概要をお知らせ

します。総出火件数は 253件で、令和以降で 1番目に多い件数となっています。 



令和7年 令和6年 前年比

253 247 6

建物火災 158 158 0

（うち住宅火災） 98 100 -2

車両火災 22 23 -1

林野火災 2 1 1

船舶火災 0 0 0

その他の火災 71 65 6

10 9 1

47 50 -3

7 7 0

（うち65歳以上の高齢者） 4 6 -2

電灯・電話等の配線 36 21 15

こんろ 30 35 -5

放火（疑い含む） 29 35 -6

たばこ 25 19 6

電気機器 22 24 -2

令和7年と令和6年の火災件数等の比較
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電灯・電話等の配線

（36件）14%

こんろ

（30件）12%

放火（疑い含む）

（29件）11%

たばこ

（25件）10%
電気機器

（22件）9%

配線器具

（13件）5%

ストーブ

（12件）5%

排気管

（8件）3%

電気装置

（5件）2%

その他の原因

（71件）28%

不明

（2件）1%

出火原因の内訳


